
掃 除 が も た ら す も の

富良野市立山部小学校長 桑 原 久 美

雪が授業中舞い降りてきたり、朝起きると地面が真っ白になっていたり、確実に冬は近くにやって
きています。帽子やマフラー、手袋や冬用の靴など、暖かな装いで登校する子どもが増えてきまし
た。校舎内は暖房が入っているのでTシャツ姿の元気な子どもたちもいますが、寒くて上着が脱げ
ない子どももいます。気温にあった服装ができるように自分で考える力をつける必要があります。

さて、本校の合い言葉「あそべ山小」の「○そ うじ」について書かせていただきます。給食の時間
が終わると、全校で掃除が始まります。様子を見ていると、働き者ばかりです。どの子も、進んで掃
除をしています。いつもは元気に話している子どもたちも、無言で掃除に集中していることが分かり
ます。一緒に掃除をしたときに、「ここを掃いてくれるかな。」「ここもお願い。」と掃除の箇所をいくつ
か伝えると、その後は汚れている箇所を自ら見つけ働いていました。低学年では重たくて運ぶこと
が難しい机ですが、二人で協力して持ち上げて運ぶ様子がありました。ごみを引きずらない、床を
傷つけない観点でとても大事なことです。素晴らしいなあと、ただただ感動しました。
また、本校の特徴の一つに縦割り班活動があります。1～6年生までをおおよそ均等に配置した

６つの班に分かれ、一班5～6人で掃除を行っています。縦割り班の良さは、低学年であれば掃除
の仕方を高学年に教えてもらえることです。箒や雑巾、ちり取りなどの道具の使い方や、掃除の手
順など、直接教えてもらえますし、見ているだけでもどの
ように行動すべきか学べます。高学年は、低学年の面倒
を見て自分自身が手本となることで、高学年としての自
覚が出てきます。全体を掌握する力や的確な指示、そし
て優しさや思いやりの心が育っているのが分かります。
縦割り班では、毎月班会議を開いています。月目標の

反省と、翌月の目標設定を行います。掃除は使用箇所
をきれいにすることが目的ではありますが、「ごみを残さ
ず掃除をする」「時間内に終わらせる」など、具体的な
目標をもつことで意欲的に取り組めています。その会議
では、特に頑張った人を「月間ぴかぴか大賞」として互
選しています。賞に選ばれた人の顔写真とともに選出理由が書かれたポスターが、各教室に掲示
されます。これも、掃除を頑張るモチベーションの一つになっています。
この「掃除」を通して育つことはたくさんあります。自分で考え行動する自主性、自分の役割を自

覚し誠実にやり抜く責任感、どのように掃除をしたらより効率的にもっときれいにできるか考える創
意工夫、班員同士の協力や思いやり、進んで仕事をする勤労の精神、みんなが使うものを大切に
する公共心。このように身に付いた力を、掃除の時間以外でも発揮できることが理想です。教室で
の机上やロッカーの整理、消しゴムのかすなど授業後の清掃、廊下のゴミに気付き拾う行為、そし
て家庭や地域をきれいで整った環境づくりに進んで取り組む態度など、活用できるようにしていく
ことが今後の課題です。

富良野市立山部小学校だより 今年度の重点目標
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学校だよりの内容についてのお問い合わせは【山部小学校教頭・中家 ℡42-3091】までお願いします

９日（火）に、５・６年生を対象に「心
に響く道徳教育」の授業を行いました。助
産師の松本恵子様をお迎えし、「命の誕生
と助産師の仕事」をテーマに、赤ちゃんが
生まれるまでのしくみについての話を聞い
たり、実際に赤ちゃんの人形を抱いたりし
て、命の大切さやその重みについて学ぶこ
とができました。
学校では毎年、性教育の授業を行い、子

どもたちもある程度知識としては知ってい
た事柄ではありましたが、実際に命の誕生
の現場に向き合っている松本様のお話を真
剣に聞いていました。最
後に、「性を大切にする
ことは自分自身、そして
人生を大切にすること。
幸せな大人になってくだ
さい」というメッセージ
をいただき、これからの
生き方を考えるよい機会
となりました。

１日（水） 朝会 一声デー Ｂ５日課
２日（木） 職員会議 Ａ５日課
８日（水） 冬の交通安全教室
９日（木） 個人懇談 Ａ５日課

１０日（金） 参観日③【学芸会】 個人懇談
変則日課

１５日（水） Ｃ日課
１６日（木） 研修日 Ａ５日課
２１日（火） 薬物乱用防止教室（５・６年）
２３日（木） 委員会⑩
２４日（金） ２学期終業式 変則日課
２５日（土） 冬季休業（１月１７日まで）

※毎週木曜日はALT来校、フッ化物洗口の予定です。

マイケル先生が離任した後、しばらく１
名体制だったALT（外国語指導助手）です
が、10月にマリアン・ラカデン先生（アメ
リカ出身）、11月にネア・リズニル・クリ
シナ・マディフ先生（ニュージーランド出
身）が新たに富良野市に着任しました。こ
れまで週１回のALT来校でしたが、１月か
らは火曜日と木曜日の週２回となります。
観光の街である富良野で、生きた英語を学
ぶ機会として、ALTと連携しながら、充実
した授業を進めていきます。

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
山部小学校ホームページもぜひご覧ください。

http://www.city.furano.hokkaido.jp/yamabesho/
学校行事等の最新情報がいつでも

どこでも見ることができます。

携帯・スマホからはこちらのＱＲ

コードでアクセスできます！→→

富良野の子ども
たちが街の未来を
考える「未来づく
りフォーラム」が、
24日（水）にオン
ラインで開催され
ました。今年で15

回目となりますが、例年同様５・６年生が
「総合的な学習の時間」で山部の魅力につ
いて調べた成果を「山部アピール大作戦！」
と題して発表しました。
今年度は、自然公園太陽の里を中心に、

自然の豊かさや、ふれあいの家の施設と遊
具、おいしい食事など、山部商工会や生涯
学習センターの皆様のご協力をいただいて
調べたことを発表しました。子どもたちは
パワーポイントで作成した資料をZoomで提
示するなど、ICTを活用して堂々とした態
度で発表しました。山部の魅力を調べるこ
とで、ふるさとへの思いも強くなったよう
です。今後も、さまざ
まな視点で山部のよさ
を見つめる子どもたち
であってほしいと思い
ます。また、今回の発
表に際し、多くの方に
ご協力をいただきまし
たことにお礼申し上げ
ます。ありがとうござ
いました。


